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上伊那郡，長谷村で観察された中央構造線の新期活動

Recent activity of the Median Tectonic Line observed in Hase-mura, Kamiina-gun,

Central Japan.
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上伊那郡長谷村泉原段丘の西端を中央構造線（ＭＴＬ）がとおる。ここでトレンチ調査をした。段丘上には厚
さ５ｍのテフラが下位から御嶽第１・御嶽伊那・御嶽三岳・ＡＴ・Ｋ－Ａｈと重なる。御嶽第１からＡＴまでは
撹乱し、Ｋ－Ａｈを含むクロボクは正常である。軽石部分は液状化しており、火山灰部分はクラックが多数はい
る。撹乱の原因は地すべりである。御嶽第１軽石層が滑り面となり、滑落崖はＭＴＬに近接したトレンチ内にあ
る。その姿態から地すべりは北に滑っている。ＭＴＬの走向は南北であり、右横ずれに動き、その慣性で地すべ
りが発生した。時期はＡＴ以降からＫ－Ａｈ以前にあたる。

中央構造線（以下ＭＴＬと記す）は赤石山地の西縁を南北に貫いている。上伊那郡長谷村はＭＴＬの断層線谷
を流れる三峰川沿いにあり、村内の数カ所には断層露頭が観察できる。とくに、美和ダムの湖岸には観察用に整
備された露頭があり、研究報告も出ている。高木（１９８４）・田中：原（１９９０）・高木ほか（１９９１）
などである。

１９９８年８月３１日から９月１１日の間、ＭＴＬがとおっている泉原段丘でトレンチ調査を行った。泉原
は美和ダムに面した段丘で、平坦な段丘面をなして、その西端をＭＴＬが切っている。トレンチは３カ所の試掘
と、２本の本トレンチを開けた。ＭＴＬに近い方からＡＢＣＤＥとする。ＡＢトレンチが本トレンチである。Ｍ
ＴＬの走向は南北であり、ＡＢトレンチは東西方向に１０～１５ｍの長さで掘削した。ＡトレンチがＭＴＬに一
番近くて４５ｍ離れた場所、Ｂトレンチは９７ｍ離れている。

段丘上には礫層を覆って厚さ５ｍの風成テフラ層がある。テフラは下位から御嶽第１（Ｏｎ－Ｐｍ１と記す。
以下のテフラも同じ）・御嶽伊那（Ｏｎ－Ｉｎ）・御嶽三岳（Ｏｎ－Ｍｉ）・姶良Ｔｎ（ＡＴ）・鬼界アカホヤ

（Ｋ－Ａｈ）が識別できる。これらのテフラ層は断裂を伴って激しく擾乱している。Ｏｎ－Ｐｍ１からＡＴまでは
乱されているが、Ｋ－Ａｈを含む“クロボク”は乱れていない。ＭＴＬから１２０ｍ離れたＤトレンチまでのテ
フラは全体に撹乱をうけている。トレンチ内では軽石層が液状化しており、ブロック化、軽石の注入噴砂などが
目に付く。火山灰質の部分には多数のクラックが存在する。中には開口したクラックもある。小断層も存在する。

ＭＴＬに一番近いＡトレンチにはクロボクを除いたテフラ全体を切る断層がある。走向ＮＷ６０～７０度、
北傾斜６０～７０度、北落ちの垂直変位量４～５ｍの正断層である。この断層はトレンチ内最大であり、Ａ断層
と呼ぶ。Ｏｎ－Ｐｍ１は厚さが１．５～２ｍあり、ブロック化が著しい。Ｏｎ－Ｐｍ１からは地下水の湧出が顕
著である。Ｏｎ－Ｐｍ１は粗粒の軽石層で、その下に不透水層の粘土層があるため軽石中に地下水が滞水してい
るためである。ＡＢＤトレンチには正断層とクラックがある。大きな開口クラックもあるが、閉じた小クラック
は数多い。クラックの走向はそろっていて、しかもＡ断層の走向と調和している。両者の走向は１０度前後の違
いである。クラックの滑り面に見える条線は高角を示す。クラックの出現度はＡトレンチに多い。

以上の観察結果を総合すると、泉原の段丘面上のテフラ層では、ＡトレンチのＡ断層を滑落面とする円弧滑
りが発生し、Ｏｎ－Ｐｍ１を滑り面とする地すべりによってテフラ全体が撹乱している。滑落面の姿態から地す
べりは北へ側方移動している。この時、含水率が高いＯｎ－Ｐｍ１が滑り面になったと考えられる。

テフラ層に発生した地すべりはＭＴＬの新期活動による。重力性の地すべりは周囲の平坦な地形からは考え
にくく、さらに、滑りの方向は段丘面の傾斜方向と大きく交差している。だから地震を引き金とする地すべりで
あると結論した。その時期はＡＴ（２５ｋａ）以降からｋ－Ａｈ（７．３ｋａ）以前にあたる。浅い地震であっ
てもこうした地すべりが発生するのではないかと考える。地すべりは北に向かって滑っているから、南北走向の
ＭＴＬが右横ずれに移動すると、泉原段丘は南に動くから、Ｏｎ－Ｐｍ１以上のテフラ層には慣性が働いて北に
横滑りをした。このとき、水を含んだＯｎ－Ｐｍ１はコロの役目を果たしている。

本調査は長谷村教育委員会が行い、私は断層調査を担当した。テフラ調査には寺平宏さんに全面的に協力し
ていただいた。関係したみなさんに感謝いたします。


